
会社は、様々なことを車掌に求めています。コマーシャル放送、設備の不具合

なところの注意放送、節電のための室内灯の入りきり、基本動作の変更などなど。

かつては、車内放送は簡潔にと言っていたのも関わらず、何時から変わったん

だろう？設備の不具合なところは、ずっと変わっていない。すぐに直せるところ

は直さねば！基本動作は何か些細な事象があると変わってします。しかもプリン

ト１枚で、変更した理由の説明は無しなのです。

現場で働く乗務員には何の意見も聞かない、相談もされない。これでは、なん

ら問題の解決もできないし、新たな不都合もでてきます。

私たちは。こうした問題を会社にぶっつけて問題を解決していきます。
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